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Motion2に関する
最新情報

この書類には、「Motion2」に関する最新情報が記載されています。トピックは以下の通りです：
Â


Motion2.1.2に関する最新情報（2ページ）

Â 以前のMotion2.1.1に関する情報（3ページ）
Â 以前のMotion2.1 に関する情報（3ページ）
Â 以前のMotion2.0 およびMotion2.0.1に関する情報（4ページ）
Â「Motion」の既知の問題（7ページ）
Â「Motion」の既知の問題と回避方法（8ページ）
Â「Motion」のマニュアルの訂正（12ページ）

この書類の内容は、「Motion」のバージョンがリリースされるか、新しい情報が公開されたとき
に、更新される可能性があります。「Motion」が開いている状態で「ヘルプ」＞「最新情報」と
選択すると、更新された情報を確認できます。

製品のアップデート、ヒント、技術情報、および動作確認済み他社製デバイスの最新情報につい

ては、「Motion」のWeb サイト（http://www.apple.com/jp/finalcutstudio/motion）および
「Motion」のサポートWeb サイト（http://www.apple.com/jp/support/motion）を参照して
ください。

http://www.apple.com/jp/finalcutstudio/motion
http://www.apple.com/jp/support/motion
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Motion2.1.2に関する最新情報
以下の既知の問題は、Motion2.1.2で修正されています。

フィルタ
Â


Motion2.1.2 では、PowerPC ベースの Macintosh コンピュータにおける他社製の「After
Effects」との互換性が向上しています。

Â


Motion2.1.2では、一部のブラー、色補正、ディストーション、グロー、スタイライズ、タイ
リングフィルタを使用した場合のMotion2.1とMotion2.0.1 との外観の違いが解決されてい
ます。

Â


Motion2.1.2 では、チェッカーボードやスターなど、一部のジェネレータを使用した場合の
Motion2.1とMotion2.0.1との外観の違いが解決されています。

Â


Motion2.1.2では、「ガラスディストーション」のデフォルトの「柔らかさ」パラメータの不正
な値が修正されています。（適切な値5.00 が復元されています。）

Â


Motion2.1.2では、「縮小／拡大」フィルタを大きなイメージに適用したときにイメージが壊れ
てしまう問題が解決されています。

Â


Motion2.1.2では、「バルジ」フィルタの「増減値」パラメータの不正な最小値が修正されてい
ます。（適切な最小値-10が復元されています。）

Â


Motion2.1.2 では、「円ブラー」フィルタを適用した状態でテキストオブジェクトを含むプロ
ジェクトを再生しながら、「テクスチャスクリーン」フィルタまたは「ガラスディストーショ

ン」フィルタをユーティリティウインドウでプレビューすると、「Motion」が応答しなくなる
という問題が解決されています。

Â


Motion2.1.2では、すべての「イメージユニット」フィルタおよび一部の「Motion」フィルタ
で「アングル」パラメータを調整できないインターフェイスの問題が解決されています。

Â


Motion2.1.2では、一部の「Motion」フィルタによって、浮動小数でレンダリングする際に1
より大きなRGB値が固定されるという問題が解決されています。

ライブラリ
Motion2.1.2では、ユーザーのシステムに読み取り権限のないボリュームが含まれている場合に
「Motion」が応答しなくなるという問題が解決されています。

タイムライン
Motion2.1.2では、タイムラインを表示した状態でタイムラインに「網目」ジェネレータを追加
すると、「Motion」が応答しなくなるという問題が解決されています。

「SoundtrackPro」との統合
Motion2.1.2 では、「SoundtrackPro」でオーディオファイルを変更し、保存してから、すぐに
「Motion」と「SoundtrackPro」との間で切り替えを行うと、「Motion」が時おり応答しなくな
るという問題が解決されています。
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IntelベースのMacintoshコンピュータ
Â


Motion2.1.2 では、レイヤーを分けて「Motion」に読み込んだときに、Adobe Photoshop
ファイルのブレンドモード設定が失われるという問題が解決されています。

Â


Motion2.1.2では、「柔らかさ」パラメータを0.00 に設定したときに「グロー」フィルタでイ
メージが白くなってしまう問題が解決されています。

Â


Motion2.1.2では、「スリットトンネル」フィルタを適用した結果、IntelベースのMacintosh コ
ンピュータとPower-PC ベースのMacintoshコンピュータでは表示が異なってしまうという
問題が解決されています。

以前のMotion2.1.1に関する情報
このバージョンの「Motion」では、MacOSXv10.4.6以降のMotion2.1で見られた不安定な動
作やイメージ処理エラーに対処しています。

以前のMotion2.1に関する情報
以下の情報は、Motion2.0.1 のユニバーサル・バイナリ・リリースであるMotion2.1 に含まれ
ていたものです。

一般情報
Â


Motion2.1は、PowerPCベースとIntelベースの両方のMacintoshコンピュータでネイティブに
動作するよう設計されています。Motion2.1の機能は、Motion2.0.1と同一です。

Â


Motion2.1で作成されたプロジェクトは、「Motion」の以前のバージョン（Motion1.0から
Motion2.0.1まで）では開くことができません。したがって、Motion2.1で作成または修正
され、保存されたテンプレートは、「Motion」の以前のバージョンでは開くことができませ
んので、注意してください。

参考：「Motion」の以前のバージョンで作成されたプロジェクトは、Motion2.1で開くことが
できます。

Â「Motion」では、2種類のプラグインインターフェイス（FxPlugプラグインと他社製の
AfterEffects プラグイン）がサポートされています。他社製のAfterEffectsフィルタは、Intel
ベースのMacintoshコンピュータにインストールされた「Motion」では動作しません。FxPlug
フィルタは、IntelベースのMacintoshコンピュータで動作するユニバーサルバイナリ版です。

参考：ユニバーサルバイナリ版の入手については、プラグインの製造元に直接問い合わせてく
ださい。
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以前のMotion2.0およびMotion2.0.1に関する情報
以下の情報は、Motion2.0とMotion2.0.1 に含まれていたものです。

一般情報
このセクションには、「Motion」の一般的な使用方法に関する情報が記載されています。

オーディオ
「Motion」でオーディオトラックのイン点およびアウト点を変更して、そのトラックを
「SoundtrackPro」に送ると、「SoundtrackPro」ではそのイン点およびアウト点が「Motion」
で設定されたことを表すマーカーが作成されます。

Adobe社の「AfterEffects」との連携
Motion プロジェクトは、AfterEffectsプロジェクトに直接読み込むことができます。QuickTime
ムービーやイメージシーケンスによる中間レンダリングの必要がないため、プロジェクトの品質
が維持されます。「AfterEffects」はMotion プロジェクトをムービーとして処理するため、
QuickTimeムービーに対して行うことができる操作は、すべてMotionプロジェクトにも行うこ
とができます。

Motion プロジェクトを「AfterEffects」で開くと、「AfterEffects」のタイムラインで「オリジ
ナルを編集」コマンドを実行し、「Motion」を起動してプロジェクトを「Motion」で編集でき
ます。「Motion」でプロジェクトを編集して保存すると、そのプロジェクトは「AfterEffects」
でも自動的に更新されます。

「AfterEffects」でMotionプロジェクトを開けることが確認されているのは、「AfterEffects6.5」
だけです。「AfterEffects」のその他のバージョンについては、検証されていません。
「AfterEffects」でMotionプロジェクトを表示、編集、およびレンダリングするには、同じコン
ピュータに「Motion」をインストールする必要があります。

「AfterEffects」でMotionプロジェクトを使うには：
1 「AfterEffects」で、「ファイル」＞「読み込み」＞「ファイル」と選択します。

2 「ファイルの読み込み」ダイアログで、「使用可能」ポップアップメニューの「すべてのファイル」
を選択します。

3 読み込むMotionプロジェクトを、クリックして選択します。

4 「フォーマット」ポップアップメニューから「QuickTimeムービー」を選択します。

重要：Motionプロジェクトを正しく完全に読み込むために、手順1～4は正確に実行してくだ
さい。

5 「開く」をクリックします。

「AfterEffects」で、「フッテージを変換」ダイアログが表示されます。

6 このダイアログで、「合成チャンネル－カラーマット」を選択します。

Motion プロジェクトでは、プロジェクトの背景カラーにかかわらず、プリマルチプライカラー
として黒を使用します。このように設定されていない場合は、「AfterEffects」の「合成チャンネ
ル」オプションの横にあるカラーウェルをクリックして色を黒に変更します。

参考：（「AfterEffects」の）「フッテージを変換」ダイアログの「自動設定」ボタンをクリックし
てもよいでしょう。
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7 「OK」をクリックしてMotionプロジェクトを読み込みます。

AfterEffectsプロジェクトのウインドウに、Motion アイコンで示されたMotion プロジェクト
が表示されます。

8 プロジェクトを、新規または既存のコンポジションにドラッグします。

Motion プロジェクトは、QuickTime ムービーと同じように扱われます。したがって、ほかの要
素と合成したり、エフェクトを追加したりできます。

「AfterEffects」に読み込んだMotionプロジェクトを変更するには：
1 「AfterEffects」で、Motionプロジェクトを含むレイヤーを選択します。 

2 「編集」＞「オリジナルを編集」と選択します。

プロジェクトが開かれていない場合は、「Motion」が起動して、編集するプロジェクトが開き
ます。

3



Motion プロジェクトを変更して、「ファイル」＞「保存」と選択します。

Motion プロジェクトに対する変更が、「AfterEffects」で自動的に更新されます。

「AfterEffects」との連携に関するその他の注意事項
Â「プロジェクトの情報」ダイアログでフィールドの順番が設定されているMotionプロジェクト
は、「AfterEffects」で自動的にフィールドがレンダリングされます。これを変更するには、
「AfterEffects」の「オリジナルを編集」コマンドでMotion プロジェクトを編集してから、
「Motion」の「プロパティの情報」ダイアログを開きます（「編集」＞「プロジェクトの情報」
と選択するか、またはコマンド＋J キーを押します）。「プロジェクトの情報」ダイアログで、
必要に応じて「フィールドの順番」を設定します（「なし」／「奇数フィールド順」／「偶数

フィールド順」）。

Â「AfterEffects」のモーションブラーは、Motion プロジェクトの中でのオブジェクトの動きに
は影響しません。モーションブラーをMotionプロジェクト内の要素の動きに対して有効にす
るには、「Motion」でモーションブラーを有効にする必要があります。「Motion」で、「表示」
＞「モーションブラー」と選択して（またはOption＋Mキーを押して）、「AfterEffects」側
でプロジェクトを更新するためにプロジェクトを保存します。

固定解像度
「インスペクタ」の「レイヤー」タブで「固定解像度」が選択されている場合に、レイヤーが「結
合」ブレンドモードに設定されると、そのレイヤーは自動的に「通常」ブレンドモードに設定さ
れます。

浮動小数
Â


16ビットまたは32 ビットの浮動小数プロジェクトを書き出す場合は、QuickTime（8ビットの
み）も含めて、書き出し可能なファイルフォーマットのほとんどが浮動小数に対応していない
ことに注意してください。OpenEXRは浮動小数フォーマットです。TIFF、PNG、およびAdobe
Photoshop ファイルは、16ビット整数対応のフォーマットです。

Â ディザリングは、プロジェクトによって便利にもなり、問題の原因にもなります。たとえば、

縞模様のあるプロジェクトでディザリングを有効にすると、縞模様が目立たなくなります。浮
動小数プロジェクトでのディザリングは、プロジェクトの出力に過剰なノイズを発生させる可
能性があります。このため、「プロジェクトの情報」ダイアログ（「編集」＞「プロジェクトの
情報」と選択するか、コマンド＋Jキーを押す）にはチェックボックスが追加されており、ディ
ザリングを有効にしたり、無効にしたりできるようになっています。この設定は、プロジェク

トの表示と書き出しに適用されます。
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ライブラリ
「お気に入り」のカテゴリにコピーされた付属プリセットの説明は、プレビュー領域に表示され

ません。「ライブラリ」のプレビュー領域に表示される説明を追加するには、Controlキーを押し
ながら「お気に入り」に保存したプリセットをクリックし、ショートカットメニューから「説明

を編集」を選択します。

パーティクルエミッタ
「Motion」には、新しいパーティクルエミッタが多数含まれています。以下のパーティクルエ
ミッタを適切に表示できるようにするには、プロジェクトではモーションブラーを有効にしてお

くことをお勧めします：

Â


JellyBands

Â



LightTransit1

Â



LightTransit2

Â



LightTransit3

Â



LightTransit4

Â



RainStreaks

Â



SillyString1

Â



SillyString2

モーションブラーを有効にするには、以下のいずれかの操作を行います：
m 「表示」ポップアップメニューから「モーションブラー」を選択します。

m 「表示」＞「モーションブラー」と選択するか、またはOption ＋M キーを押します。

テンプレート
「Motion」のDVDから、追加のHDテンプレート2つを個別にインストールすることができます。

追加のHDテンプレートをインストールするには：
1 コンピュータのDVDドライブに、「Motion」のインストールDVDを挿入します。

2 「MotionHDTemplates」アイコンをダブルクリックし、画面の説明に従います。

参考：Motion コンテンツを別のドライブにインストールしている場合、インストーラはHD テ
ンプレートを自動的に別の場所に保存します。まだMotionコンテンツをインストールしていな
い場合、HDテンプレートはデフォルトの保存先（/ ユーザ/共有/Motion/）にインストールさ
れます。

重要：「Motion」が以前にインストールしたコンテンツの場所を認識できるように、「Motion」
を開いてからHD テンプレートをインストールすることをお勧めします。

MotionHD テンプレートをインストールDVD からインストールしていないと、「テンプレート
ブラウザ」の「表示」ポップアップメニュー（「HD」と「その他」のカテゴリがあります）には
事前作成のHDテンプレートが1つも表示されません。これらのカテゴリは独自に作成した高精
細度テンプレートまたはカスタムテンプレートを保存するためのものです。
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「Motion」の既知の問題
このセクションには、「Motion」の既知の問題に関する情報が記載されています。

オーディオ
オーディオの書き出しに24ビット整数のステレオサウンド圧縮を使用すると、レンダリングさ
れたオーディオファイルが元のオーディオファイルよりも速く再生されます。

ファイルフォーマット
OpenEXRファイルに対応しているのは、MacOSX10.4以降のみです。

フィルタ
Â イメージで「ガラスディストーション」フィルタを使用している場合、「柔らかさ」パラメー

タを調整すると、マップイメージのエフェクトが消えたり位置がずれたりします。

Â 既存のアルファチャンネルを使用してイメージにキーイングフィルタを適用すると、元のアル

ファチャンネルが置き換わります。

Â 一部のNVIDIAグラフィックカードで「焦点ぼけ」フィルタを使用すると、パフォーマンスが
著しく低下します。

NFSボリューム
「ファイルブラウザ」でNFS ネットワークを表示してオブジェクトを選択し、Control キーを押
しながら「ゴミ箱に移動」を選択すると、Finderの「項目“＜項目名＞”はすぐに削除されます。」
というダイアログが表示されずに削除されます（ゴミ箱には移動しません）。

QuickTime
「Motion」にインターレースQuickTime ムービーを読み込む場合、ムービートラックとビデオ
トラックでそれぞれ異なるサイズを指定していると（たとえばムービートラックが486 でビデオ
トラックが480）、フィールドが消失することがあります。これは、QuickTime でファイルサイ
ズが自動的に調整されることによりフィールドが破損してしまうためです。プロジェクトをはじ

めに480にサイズ変更しないで SD ビデオをDV で書き出す場合などに、このようなムービーが
作成されることがあります。

テンプレート（フランス語版のみ）
保存したテンプレートのオーディオがプレビューされません。

テキスト
「Motion2」でのテキストの改善により、 Motion1.0で作成したプロジェクトに、特定のテキス
トビヘイビアが適用されたテキストオブジェクトが含まれている場合、Motion2.0とMotion1.0
では表示が変わってしまう可能性があります。
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「Motion」の既知の問題と回避方法
このセクションには、「Motion」の既知の問題と回避方法に関する情報が記載されています。

オーディオ
問題： オーディオファイルがプロジェクトの最初のフレームで開始されない場合、「オーディオ
エディタ」でオブジェクトマーカーを作成すると、問題が発生します。オブジェクトマーカーは

作成されないか、または正しくない場所（再生ヘッドの位置以外の場所）に作成されます。

回避方法： 「オーディオエディタ」ではなく「タイムライン」でオブジェクトマーカーを追加し
ます。

問題： 「Compressor2」を使用してプロジェクトを書き出すときに、「モーショングラフィック
ス」カテゴリに含まれていないプリセットを使ったオーディオが入っている場合、オーディオは

書き出されません。

回避方法： ほかのプリセットを選択するか、選択したプリセットを基に「Compressor2」でカ
スタムプリセットを作成します。

プリセットをカスタマイズする必要があるかどうかを確認にするには：
m 「Compressorの書き出しオプション」ダイアログで、「概要」ボタンをクリックします（「書き出
しプリセット」ポップアップメニューの隣にあります）。概要に「オーディオパススルー」の表

示があった場合は、プリセットをカスタマイズする必要があります。

「Compressor」でプリセットをカスタマイズするには：
1 「Compressorの書き出しオプション」ダイアログで、「書き出し」をクリックします。

Compressorが起動します。 

2 「Compressorの書き出しオプション」ウインドウで、プリセットを選択します。

3 「インスペクタ」で、エンコーダボタンをクリックします。

4 「ビデオ」ポップアップメニュー（「設定」ボタンの隣にあります）で「有効」を選択し、「オー
ディオ」ポップアップメニューから「パススルー」を選択します。 

5 カスタマイズしたプリセットを保存するには、「別名で保存」をクリックし、「設定を保存」ダイ

アログに新しい名前を入力して「OK」をクリックします。
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書き出し
問題： インターレースのNTSCD1SDプロジェクトを NTSCDV で書き出すと、フィールドが縮
小され、元のNTSCD1SD のフィールドと一致しなくなります。
回避方法： NTSCD1のプロジェクト（付属のテンプレートなど）をNTSCDVに変換します。

NTSCD1のプロジェクトをNTSCDVのプロジェクトに変換するには：
1 「編集」＞「プロジェクトの情報」（コマンド＋Jキー）と選択します。 

2 「プリセット」ポップアップメニューで「NTSCDV」を選択します。

3 「OK」をクリックします。

プロジェクトのコンテンツは、（486から480に高さが変更された）新しいプロジェクトの上下
を基準にして中央に配置されます。この時点では、特定のテンプレートで、背景のビデオを1 ピ
クセルずつ上に移動することができます。たとえば、画面下部のほぼ3分の1の部分とトランジ
ションのテンプレートでは、ビデオが画面全体に表示されます。そのため、フィールドベースの

ビデオを追加してプレースホルダを置き換える場合は、追加したビデオを1ピクセルずつ上に移
動して元のフィールドに合わせる必要があります。ビデオ用のプレースホルダがあらかじめ縮小

されているテンプレートでは、この作業は必要ありません。

フレームレート
問題： プロジェクトを作成した後でそのプロジェクトのフレームレートを変更することはできま
せん。

回避方法： 必要なフレームレートで新しいプロジェクトを作成します。次に、古いプロジェクト
の「レイヤー」タブにあるすべてのレイヤーを選択します。選択したレイヤーを新しいプロジェ

クトの「レイヤー」タブにドラッグします。キーフレームやオブジェクトのタイミングを、新し

いフレームレートに合わせて調整する必要がある場合もあります。

「グラデーション」ジェネレータ
問題： ATIRadeon グラフィックカードを搭載したコンピュータで「グラデーション」ジェネレー
タに「通常」以外のブレンドモードを設定すると、パフォーマンスが著しく低下することがあり

ます。

回避方法： シェイプにグラデーションを適用します。

統合
問題： 「Motion」で作成したプロジェクトを、別のコンピュータに移動してから「FinalCutPro」
で読み込むと、メディアファイルが見つからなくなる可能性があります。

回避方法： Motion プロジェクトを（プロジェクトで使用しているメディアがすべて存在する）
別のコンピュータに移動した後、「Motion」でMotionプロジェクトを開いて、閉じます。次に、
「FinalCutPro」でプロジェクトを開きます。
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問題： 「FinalCutPro」から「Motion」へシーケンスを書き出すとき、「FinalCutPro」の「タ
イムライン」でクリップを選択して「Motion」に転送すると、オーディオのマスターレベル
（「ツール」＞「オーディオミキサ」を参照）が書き出されません。

回避方法： 「FinalCutPro」で、ビンからシーケンスを選択して、「ファイル」＞「送信」＞「Motion
プロジェクト」と選択します。

問題： 「FinalCutPro」のブラウザで書き出したクリップが「Motion」では正しく表示されません。

回避方法： 「FinalCutPro」の「ビン」からではなく「タイムライン」からクリップを書き出し
ます。また、「Motion」でクリップのアスペクト比を変更することもできます。「Motion」でピ
クセルのアスペクト比を変更するには、「プロジェクト」パネルの「メディア」タブでクリップ

を選択し、「インスペクタ」の「メディア」タブでピクセルの異なるアスペクト比を選択します。

問題： 「FinalCutPro」でクリップやイメージのサイズを変更した場合「Motion」でそのイメー
ジを開くと大きく表示されます。

回避方法： 「Motion」のクリップのアスペクト比を変更します。「Motion」でピクセルのアスペ
クト比を変更するには、「プロジェクト」パネルの「メディア」タブでクリップを選択し、「イン

スペクタ」の「メディア」タブでピクセルの異なるアスペクト比を選択します。

問題： 「FinalCutPro」のバージョン4.0.1、4.0.2、4.1、および4.1.1と「Motion」を同一のコン
ピュータにインストールすると、FireWireのビデオ出力が機能しません。

回避方法： 「FinalCutProHD」または「FinalCutPro5」にアップグレードします。

LiveFonts
問題： 複数行の LiveFont テキストオブジェクトを作成して配置を「中央揃え」に設定すると、
文字間隔に問題が発生します。

回避方法： 中央揃えにしたテキストのそれぞれの行に対し、LiveFont テキストオブジェクトを
個別に使用します。

モーションブラー
問題： 読み込んだメディアファイルにインターレースフィールドが含まれている場合、「Motion」
でフィールドの順番を設定して「モーションブラー」を有効にすると、ムービーのフレームにあ

るモーションがその影響を受けます。

回避方法： 「フィルタ」の「ビデオ」サブカテゴリにある「非インターレース化」フィルタを使
用して、メディアのインターレースを解除します。
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パーティクル
問題： 1.0プロジェクトを、特定のパーティクルプリセットを含むMotion2.0.1で開くと、プロ
ジェクトが正しく表示されません。

回避方法： パーティクルセルのソースメディアのアルファタイプを変更します。

アルファタイプを変更するには：
1 「プロジェクト」パネルにある「メディア」タブで、パーティクルメディアのソースメディアを
選択します。

2 「インスペクタ」で「メディア」タブを表示します。

3 「アルファの種類」ポップアップメニューで「黒（プリマルチプライ）」を選択します。

問題： パーティクルエミッタに適用されている「モーションパス」ビヘイビアを調整すると、パ
フォーマンスが低下することがあります。

回避方法： パフォーマンスを上げるには、パーティクルエミッタにキーフレームパスを適用し
ます。

QuickTime
問題： Motion プロジェクトをQuickTime で開いているときに「保存」または「別名で保存」
コマンドを使用すると、QuickTimeが予期せず終了します。

回避方法： QuickTimeの「書き出し」コマンドを代用します。

フッテージの置き換え
問題： あるクリップの先頭に別のクリップをドラッグして置き換える場合、その置き換えるク
リップの継続時間が元のクリップより短いと、「Motion」では長いほうのクリップの継続時間が
そのまま表示されます。

回避方法： この方法でフッテージを置き換えるときは、「タイムライン」で継続時間を修正しま
す。実際の継続時間より短くなるようにクリップのバーの右端を左にドラッグし、マウスのボタ

ンを放して、次にクリップを右にドラッグして戻します。

テキスト
問題： テキストオブジェクトの文字に複数のスタイルが適用されているときに、あるスタイルの
文字をすべて選択して編集する場合、別のスタイルを持つ文字がそれらの文字に隣接している

と、選択した文字のスタイルがそれらの隣接する文字に適用されてしまうことがあります。

回避方法： テキストを選択して置き換えるのではなく、まずそのスタイルを適用するテキストを
編集し、テキストの編集が終わったら関係のない文字を削除します。

問題： 「シーケンス」ビヘイビアがすでに適用されているテキストオブジェクトに対して、時間
上で重なるように「シミュレーション」、「投射」、または「スピン」ビヘイビアを同じオブジェ

クトに適用すると、そのオブジェクトのアクションが完了しないことがあります。シミュレー

ションと同じパラメータ（「位置」など）に影響しない一部のシーケンスビヘイビアは、正しく

表示されません。

回避方法： 適用するビヘイビアが、時間上で「シーケンス」ビヘイビアと重ならないように調整
します。
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他社製プラグイン
問題： プロジェクトの再生中にAfterEffects プラグインの情報ボックスが表示されると、
「Motion」が応答しなくなることがあります。

回避方法： 再生を停止してからAfterEffectsプラグインの情報ボックスを表示します。

「Motion」のマニュアルの訂正
以下の情報は、「Motion2」に記載された情報の修正および更新です。

重要：「Motion スタートアップガイド」は、「Motion2」用に改定されていないため、Motion
アプリケーションと一致しない画面例が入っています。機能が多少変更されている場合もありま

す。アップデートについての情報は、「Motion 2ユーザーズマニュアル（「ヘルプ」＞「Motion
ユーザーズマニュアル」と選択）を参照してください。また、ユーザーズマニュアルは題名が変

更されて「Motion 2ユーザーズマニュアル」となっています。「Motion スタートアップガイド」
に記述されている「Motionヘルプ」は、実際にはユーザーズマニュアルのことを指しています。

Motionスタートアップガイド
Â「ようこそ」画面で再生されるムービーは、マニュアルの8ページで図解されているムービーか
ら変更されました。

Â


37ページの「値スライダ」に関する記述で、「値スライダはコンテクストメニューなので、「通
常で」、「細かく」、および「粗く」増減する量は、パラメータによってそれぞれ変わります。

たとえば、「不透明度」については、「通常で」増減する量は1、「細かく」増減する量は0.1、
そして、「粗く」増減する量は10 です。」とありますが、「不透明度」の“ 細かく”増減する量は
0.01です。

Â


133ページの「シーケンスビヘイビアを使う」から始まるテキストビヘイビアに関する説明で
は、「シーケンス」というビヘイビア名が使用されています。このビヘイビアは、現在は「シー

ケンステキスト」と呼ばれています。また、「繰り返し」というパラメータは、現在は「ルー

プ」と呼ばれています。

Motion2ユーザーズマニュアル
Â


117ページの「外部ビデオ」のセクションでは、「DigitalCinemaDesktopPreview」の3つの
オプションについて説明しています。これらのオプションは、お使いのコンピュータに

「FinalCutPro」がインストールされている場合のみ、使用できます。
Â


155ページの「Motion」の「「ファイルブラウザ」からプロジェクトファイルを開くには」の
セクションでは、「ファイルブラウザ」でプロジェクトアイコンを選択し、「読み込み」ボタン

をクリックすることによって「ファイルブラウザ」からプロジェクトを開くことができると説

明しています。実際には「読み込み」ボタンをクリックするとプロジェクトを現在のプロジェ

クトに読み込むことができる」という記述が正しい説明です。プロジェクトが開かれていない

と、「読み込み」ボタンは使用できません。「ファイルブラウザ」のプロジェクトアイコンをダ

ブルクリックすると、プロジェクトは新しいキャンバスで開かれます。







Â



316ページの「マーカーに移動する」のセクションでは、次の「タイムライン」のマーカーに
ジャンプするには「Option＋コマンド＋↑キーを押します」、および前のマーカーにジャンプ
するには「Option ＋コマンド＋↓キーを押します」と記載されています。正しいショートカッ
トキーは、Option＋コマンド＋→キーおよびOption＋コマンド＋←キーです。

Â「タイムラインを使う」の章にある「オブジェクトを削除する」のセクション（297 ページ）に
は、オブジェクトをリップル削除するときのショートカットキーとして「コマンド＋ delete
キーを押します」と記されています。正しいショートカットキーは、Shift＋Delete キーです。

Â


746ページで説明されている「InsectEye」は「複眼」フィルタのことです。新しい2 つのフィ
ルタに加え、このフィルタは「Motion」のWebサイト（http://register.apple.com）に登録
してダウンロードする場合のみ入手可能です。

登録が済んだら、http://www.apple.com/motion/download にアクセスしてボーナスフィル
タをダウンロードします。

Â「オーディオトラックをトリムする」のセクション（893ページ）のすぐ上の「参考」に、「「オー
ディオエディタ」の左下端にある「オーディオスクラブ」ボタンをクリックして、「タイムラ

イン」にオーディオトラックのタイムバーを表示してスリップさせることもできます。」とい

う記述がありますが、これは間違いです。「タイムライン」にオーディオトラックのタイムバー

を表示してスリップさせるには、表示オプション（「タイムライン」のレイヤーリスト下部に

配置）の「オーディオを表示／隠す」ボタンをクリックして「タイムライン」にオーディオを

表示し、タイムバーを左または右にドラッグします。

Â


958ページの手順2では、シーケンスまたはクリップを「FinalCutPro」からMotion プロジェ
クトに書き出すために「ファイル」＞「書き出し」＞「Motion プロジェクトに書き出し」と
選択します。」と指示されています。これは実際には、「ファイル」＞「送信」＞「Motion プ
ロジェクト」と記述する必要がありました。

Â フィルタについての章には、「ライブラリ」の「マット」フィルタのサブカテゴリにある「マッ

トマジック」フィルタの説明がありません。

Â マットマジック：マットのエッジに浸食や毛羽立ちを作成します。

Â インスペクタに表示されるパラメータ：インスペクタに表示されるパラメータには、「シュ
リンク」と「フェザー」があります。

Â シュリンク：マットのエッジが浸食される量を、ピクセル単位で設定します。値の範囲は、
0～5です。

Â フェザー：マットのエッジの毛羽立ちの量を、ピクセル単位で設定します。値の範囲は、0
～5です。

ダッシュボードには、「インスペクタ」と同じコントロールが表示されます。

Â フランス語版とドイツ語版の「Motion」のマニュアルでは、「SoundtrackPro」が、誤って
「Soundtrack」と記載されています。

©
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